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フ
ラ
ン
ス
革
命
と
ナ
ポ
レ
オ
ン
(
第
二
囘
) 

高
田 

友 

(
六
) 

 

憲
法
制
定
せ
ら
れ
て
國
民
の
全
き
平
等
達
成
せ
ら
れ
た
る
に
は
あ
ら
ず
。
何
ぞ
圖
ら
む
、
國
民
を
上
下
に

分
類
し
て
、「
能
動
市
民
」「
受
動
市
民
」
と
劃
然
た
る
差
別
を
設
け
た
り
と
は
。
相
當
な
る
資
產
を
有
す
る

者
の
み
を
「
能
動
市
民
」
と
し
て
選
擧
權
を
與
へ
た
り
。 

 

こ
の
憲
法
に
據
り
て
一
七
九
一
年
十
月
に
第
一
囘
選
擧
と
な
り
、「
立
法
議
會
」
發
足
せ
り
。 

 

議
席
を
得
た
る
政
黨
(
會
派
)
に
は
、
ブ
イ
ヤ
ン
派
、
ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
、
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
(
山
岳
)
派
、

ジ
ロ
ン
ド
派
あ
り
。
議
場
に
於
て
は
立
憲
君
主
制
に
固
執
す
る
ブ
イ
ヤ
ン
派
(
ラ
フ
Ỻ
イ
エ
ỿ
ト
、
バ
ル
ナ

―

ヴ
な
ど
)
右
側
の
議
席
を
與
へ
ら
れ
、
王
制
廃
止
を
黨
是
と
す
る
ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
(
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
の

分
派
／
マ
ラ
ổ
、
ダ
ン
ト
ン
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ổ
ル
な
ど
)
左
端
の
議
席
を
占
め
た
り
。
此
れ
正
し
く
、
今
日

な
ほ
用
ゐ
ら
る
る
「
右
翼(rightist)

・
左
翼(leftist)

」
て
ふ
用
語
の
濫
觴
と
は
知
る
べ
し
。 

 

今
一
つ
名
高
き
は
ジ
ロ
ン
ド
派
。
ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
よ
り
穩
健
派
の
分
離
し
た
る
所
に
し
て
、
ジ
ロ
ン
ド
縣

出
身
者
多
き
に
據
り
て
、
か
く
は
呼
ば
る
る
に
ぞ
至
り
け
る
。 

 

ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
の
名
(
當
初
は
ニ
ỿ
ク
ネ
ổ
ム
な
れ
ど
)
の
付
せ
ら
れ
た
る
は
、「
ジ
ἀ
コ
バ
ン
修
道
院
」

に
集
合
せ
る
に
據
る
。 

(

七) 

 

佛
蘭
西
革
命
に
據
り
て
國
外
に
逃
亡
せ
し
貴
族
連
卽
ち
「
エ
ミ
グ
レ
」
な
り
。
就
中
獨
逸
に
難
を
遁
れ
た

る
者
多
く
、
ボ
ン
南
東
コ
ブ
レ
ン
ツ
は
亡
命
佛
蘭
西
貴
族
の
再
起
を
圖
る
賊
壘
と
ぞ
化
し
た
り
け
る
。
エ
ミ

グ
レ
の
吿
ぐ
る
所
を
聞
き
た
る
歐
羅
巴
各
國
の
君
主
、
何
爲
震
駭
せ
で
や
あ
る
べ
け
む
。 

 

こ
の
八
月(1791)

に
、
墺
太
利
は
オ
ス
マ
ン
土
耳
古
と
休
戰
條
約
を
結
び
て
些
か
綽
約
、
今
に
し
て
亡
命

貴
族
の
補
翼
た
ら
む
と
の
志
出
來
せ
む
と
の
觀
あ
り
。
然
則
、
コ
ブ
レ
ン
ツ
の
エ
ミ
グ
レ
、
ア
ル
ト
ワ
伯
を

維
納
へ
送
り
、
革
命
に
干
渉
あ
る
べ
し
と
訴
求
す
。
吃
驚
措
く
能
は
ざ
る
は
、
此
の
人
、
後
の
シ
ἀ
ル
ル
Ⅹ

世
(
ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
後
に
即
位
し
た
る
ル
イ
Ⅹ
Ⅷ
世
の
弟
に
し
て
、
一
八
二
四
年
即
位
)
な
り
し
と
の
由
。 

 

墺
太
利
大
公
レ
オ
ポ
ル
ト
Ⅱ
世
(
神
聖
ロ
ổ
マ
皇
帝
)
は
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
次
男
に
し
て
且
つ
亡

き
ヨ
ổ
ゼ
フ
Ⅱ
世
の
弟
。
而
し
て
マ
リ
ổ
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ỿ
ト
の
兄
な
り
き
。
大
公
、
シ
ἀ
ル
ル
Ⅹ
世
に
使

嗾
せ
ら
れ
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
フ
リ
ổ
ド
リ
ỿ
ヒ
・
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
Ⅱ
世
と
ザ
ク
セ
ン
に
相
見
ゆ
る
あ
り
。

ザ
ク
セ
ン
の
首
都
ド
レ
ス
デ
ン
に
近
き
ピ
ル
ニ
ỿ
ツ
に
於
て
、
兩
大
公
「
ピ
ル
ニ
ỿ
ツ
宣
言
」
を
發
し
、
佛

蘭
西
共
和
派
に
對
ひ
て
、
武
力
を
行
使
す
る
に
躊
躇
す
る
所
な
し
と
の
決
意
を
示
し
た
り
き
。 

已
哉
、
打
草
驚
蛇
と
は
此
の
如
き
を
謂
ふ
な
ら
む
。
佛
蘭
西
國
內
擧
り
て
憤
怒
遣
る
方
な
く
奮
起
し
、
立
法

議
會
國
民
の
義
に
訴
ふ
れ
ば
義
勇
軍
踵
を
接
し
て
巴
里
に
參
集
し
、
旗
幟
を
鮮
明
に
す
。
フ
ラ
ン
ス
國
家

「
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ổ
ズ
」
と
は
、
こ
の
砌
に
マ
ル
セ
イ
ユ
義
勇
軍
の
歌
ひ
し
「
ラ
イ
ン
進
軍
歌
」
に
外
な

ら
ず
。
反
革
命
の
諸
國
、
革
命
軍
組
み
し
や
す
し
と
見
て
、
錯
誤
屋
上
屋
を
重
ぬ
る
の
み
。
加
之
、
コ
ブ
レ

ン
ツ
に
て
宣
言
を
發
し
て
「
佛
蘭
西
國
王
に
危
害
加
へ
ら
れ
た
ら
む
に
は
、
必
ず
や
巴
里
市
を
破
壞
せ
ず
ん



2 

 

ば
已
ま
ず
」
と
恫
喝
し
た
れ
ば
、
こ
れ
ま
た
佛
蘭
西
國
民
を
激
昂
せ
し
む
る
の
み
、
愈
〻
國
王
廢
位
せ
よ
と

の
輿
論
を
刺
戟
す
。
於
是
市
民
は
、
テ
ἁ
イ
ル
リ
ổ
宮
殿
を
襲
撃
、
國
王
一
家
を
市
内
「
タ
ン
プ
ル
塔
」
な

る
元
修
道
院
の
監
獄
に
投
じ
て
畢
ん
ぬ
。(
一
七
八
二
年
八
月)

。 

  

巴
里
コ
ミ
ἁ
ổ
ン
の
成
立
せ
る
は
、
こ
の
一
七
九
二
年
の
一
連
の
騷
擾
の
砌
な
り
き
。
正
式
名
稱
は
た
だ

「
コ
ミ
ἁ
ổ
ン
」
な
る
に
留
意
せ
ら
れ
給
へ
。 

 

さ
は
、
民
衆
の
武
力
に
て
政
權
を
奪
取
し
た
る
新
た
な
る
暴
戾
の
始
ま
り
た
る
と
言
ふ
べ
し
。「
九
月
虐

殺
」
は
言
ふ
に
及
ば
ず
、
牢
獄
內
に
て
保
守
派
に
殘
虐
な
る
拷
問
に
及
ぶ
抔
、
恐
怖
政
治
の
限
り
を
盡
し
た

り
と
い
ふ
べ
し
。
一
七
九
五
年
、
總
裁
政
府
成
立
す
る
ま
で
、
巴
里
は
如
今
北
朝
鮮
の
如
き
此
の
世
の
地
獄

の
觀
を
呈
し
た
り
。 

  

八
月
を
經
て
九
月
に
及
び
、
普
通
選
挙
あ
り
て
「
國
民
公
會
」
成
立
せ
り
。
而
し
て
つ
ひ
に
王
制
廢
止
せ

ら
れ
、
共
和
政
(
第
一
共
和
政
)
樹
立
せ
ら
れ
た
り
。 

 

立
憲
君
主
派
は
國
民
公
會
よ
り
放
逐
せ
ら
れ
、
ジ
ロ
ン
ド
派
と
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
(
山
岳
派
／
英
語

m
ountain

の
關
聯
語
)
の
抗
爭
す
る
舞
臺
と
は
な
り
に
け
り
。
山
岳
派
な
る
名
は
、
議
會
の
中
に
て
左
翼

の
高
所
に
議
席
を
與
へ
ら
れ
た
る
に
由
來
す
。
思
ひ
き
や
、
ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
(
ジ
ἀ
コ
バ
ン
ク
ラ
ブ
)
な
る

は
山
岳
派
中
の
苛
激
派
の
分
派
を
爲
し
た
る
に
こ
そ
は
あ
り
け
れ
。
此
に
對
し
て
、
山
岳
派
中
の
穩
健
な
る

分
派
は
平
原
派
と
ぞ
呼
稱
せ
ら
る
る
。 

 

於
是
國
王
の
裁
判
開
廷
せ
ら
る
。
罪
名
す
な
は
ち
「
公
的
自
由
に
対
す
る
陰
謀
」
お
よ
び
「
國
家
の
安
全

の
侵
犯
」、
滿
場
一
致
し
て
有
罪
評
決
下
り
け
り
。
而
し
て
、
判
決
は
、
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
の
提
案
し
た
る

死
刑
選
擇
せ
ら
る
。 

 

一
七
九
三
年
一
月
と
い
ふ
に
、
革
命
廣
場
に
於
て
、
ル
イ
Ⅹ
Ⅵ
世
三
十
八
歲
を
一
期
と
し
て
ギ
ロ
チ
ン
の

刃
下
り
て
死
す
。
こ
の
廣
場
こ
そ
、
今
日
コ
ン
コ
ル
ド
廣
場
と
呼
ば
る
る
所
な
れ
。 

(
八
) 

 

國
王
處
刑
せ
ら
る
る
や
諸
外
國
硬
化
し
て
忽
ち
に
佛
蘭
西
に
敵
對
す
。
英
國
ピ
ỿ
ト
首
相
(
小
ピ
ỿ
ト
／

松
平
定
信
と
同
年
)
の
提
唱
す
る
あ
り
て
、
年
內
(
一
七
九
三
)
に
「
第
一
回
對
佛
大
同
盟
」
結
成
せ
ら
れ

た
り
。
參
加
國
は
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ổ
ス
ト
リ
ア
、
プ
ロ
イ
セ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
抔
。 

 

剩
へ
、
國
内
に
て
は
王
黨
派
、
農
民
の
反
亂
を
煽
動
し
、
か
つ
は
イ
ン
フ
レ
全
土
を
席
捲
、
百
姓
草
莽
を

し
て
塗
炭
の
疾
苦
を
味
は
は
し
む
。 

 

已
而
國
民
公
會
は
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
の
牛
耳
る
所
と
な
り
、
革
命
防
衞
を
名
と
し
て
「
公
安
委
員
會
」
設

置
せ
ら
れ
た
り
。 

 

ジ
ロ
ン
ド
派
は
こ
れ
に
異
を
立
て
た
れ
ど
、
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
に
彈
壓
せ
ら
れ
、
國
民
公
會
よ
り
追
放
せ

ら
る
る
に
至
る
。 

 

次
い
で
、
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
(
ジ
ἀ
コ
バ
ン
派
)
獨
斷
專
行
し
て
一
七
九
三
年
憲
法
を
制
定
す
。
急
進
的

な
る
内
容
な
り
け
れ
ど
、
思
ひ
き
や
、
つ
ひ
に
實
施
せ
ら
れ
ざ
る
ま
ま
に
て
廢
棄
せ
ら
れ
た
り
と
は
。 

(
９
) 



3 

 

 
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
に
あ
り
て
虐
殺
を
指
導
せ
る
首
魁
に
マ
ラ
ổ
あ
り
し
が
、
一
七
九
三
年
七
月
暗
殺
せ

ら
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
絕
世
の
美
女
シ
ἀ
ル
ロ
ỿ
テ
・
コ
ル
デ
ổ
な
り
け
れ
ば
、
嗚
呼
、
男
子
の
本
懷
こ
れ

に
過
ぐ
る
は
な
か
り
け
む
。
シ
ἀ
ル
ロ
ỿ
テ
は
八
日
の
後
に
處
刑
せ
ら
れ
た
れ
ど
、
國
民
の
絕
讃
を
浴
び
、

「
暗
殺
の
天
使
」
と
ぞ
名
附
け
ら
れ
た
り
。
ジ
ロ
ン
ド
派
を
支
持
す
る
女
性
な
り
し
と
傳
へ
ら
る
。 

 

か
か
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
對
應
せ
む
と
て
、
公
安
委
員
會
(
革
命
委
員
會
)
の
彈
壓
猛
威
を
揮
ひ
、
眞
實
恐

る
べ
き
恐
怖
政
治
の
濫
觴
と
は
な
り
た
り
け
る
。 

 
V

endém
iaire 

ヴ
Ỻ
ン
デ
ミ
エ
ổ
ル
(
葡
萄
月
／
九
月
Ộ
十
月
)、
マ
リ
ổ
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ỿ
ト
處
刑
せ

ら
る
。
さ
ら
に
ジ
ロ
ン
ド
派
の
處
刑
踵
を
接
し
て
續
き
、
革
命
曆
制
定
、
キ
リ
ス
ト
敎
排
斥
に
至
る
。 

 

そ
の
後
、
モ
ン
タ
ổ
ニ
ἁ
派
の
内
部
に
て
肅
淸
あ
り
、
エ
ベ
ổ
ル
の
如
き
急
進
派
、
あ
る
い
は
ダ
ン
ト
ン

の
類
の
穩
健
派
、
悉
く
處
刑
せ
ら
れ
て
畢
ん
ぬ
。 

 

扨
、
今
、
權
力
を
掌
握
せ
る
は
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ổ
ル
(
一
七
五
八
Ộ
一
七
九
四
／
松
平
定
信
の
前
年
の
生
れ
)。

公
安
委
員
會
を
牛
耳
つ
て
、
獨
裁
權
力
を
我
が
も
の
と
は
な
し
た
り
け
り
。 

 

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ổ
ル
は
貧
困
を
克
服
し
て
辯
護
士
に
な
り
た
る
立
志
傳
中
の
人
、
革
命
直
前
の
三
部
會
に

立
候
補
し
て
當
選
し
、
頭
角
を
現
は
せ
り
。
一
九
七
一
年
憲
法
制
定
せ
ら
れ
た
る
後
、
新
聞
を
發
行
し
て
世

評
高
か
り
き
。
一
七
九
二
年
テ
ἁ
イ
ル
リ
ổ
宮
殿
襲
擊
事
件
の
後
國
民
公
會
の
選
擧
催
ほ
さ
る
る
や
、
巴
里

の
選
擧
區
よ
り
立
候
補
し
て
ト
ỿ
プ
當
選
を
果
す
。
ル
イ
Ⅹ
Ⅵ
世
處
刑
を
主
導
し
、
且
つ
は
ジ
ロ
ン
ド
黨
の

肅
淸
に
盡
力
す
。
か
か
る
無
慈
悲
な
る
彈
壓
に
倦
み
た
り
け
る
國
民
の
間
に
反
撥
の
勢
ひ
昂
じ
て
、「
テ
ル

ミ
ド
ổ
ル
の
反
動
」
を
招
け
り
。
國
民
公
會
の
議
員
連
、
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ổ
ル
に
吿
發
せ
ら
れ
む
こ
と
を
憂
懼

す
る
の
餘
り
に
、
之
を
除
か
む
と
は
圖
り
た
る
な
り
。 

 

テ
ル
ミ
ド
ổ
ル
は
「
熱
月
」
の
譯
あ
る
を
見
れ
ば
判
然
た
れ
ど
、
革
命
曆
に
て
七
月
末
よ
り
の
炎
暑
の
一

箇
月
を
斯
く
は
言
ふ
。
革
命
愈
〻
人
民
獨
裁
に
向
ひ
た
る
を
、
こ
の
月
の
ク
ổ
デ
タ
ổ
に
て
右
へ
引
き
戾
し

た
る
に
よ
り
て
「
反
動
」
と
は
稱
へ
ら
れ
た
り
。 

 

ロ
ベ
ス
ピ
エ
ổ
ル
の
制
定
せ
る
法
の
中
に
て
、
分
け
て
も
惡
名
高
き
は
「
プ
レ
リ
ア
ổ
ル
法
」。
プ
レ
リ

ア
ổ
ル
は
「
草
月
」(
初
夏
)
の
義
。
こ
の
法
に
は
、
被
告
人
に
有
罪
を
宣
吿
せ
む
が
爲
に
は
、
辯
護
人
・

證
人
・
豫
審
い
づ
れ
を
も
要
せ
ず
と
の
規
定
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
處
刑
は
大
虐
殺
の
觀
を
呈
し
た
り
き
。 

 

一
七
九
四
年
テ
ル
ミ
ド
ổ
ル
九
日
(
七
月
二
十
七
日
)
と
い
ふ
に
、
國
民
公
會
審
議
に
繋
る
中
、
ロ
ベ
ス

ピ
エ
ổ
ル
逮
捕
の
動
議
提
出
せ
ら
れ
た
り
。
議
會
紛
糾
す
る
を
見
て
萬
策
盡
き
た
り
と
て
市
廳
舎
へ
逃
亡

し
自
裁
を
圖
る
。
而
し
て
重
傷
を
負
ひ
て
逮
捕
せ
ら
れ
、
翌
日
處
刑
せ
ら
れ
た
る
は
一
代
の
奸
雄
因
果
覿
面

の
末
路
な
り
き
。
豈
ル
ổ
マ
ニ
ア
の
チ
ἀ
ウ
シ
ỽ
ス
ク
大
統
領
を
彷
彿
せ
し
め
ざ
ら
む
や
。 

(
令
和
七
年
三
月
二
十
日
受
附
) 


